
 

 

１．研究課題名：C-1007 化学物質の複合暴露による健康リスク評価に関する分子毒性学

的研究 

 

２．研究代表者氏名及び所属：          

菅野 純 

国立医薬品食品衛生研究所 

安全性生物試験研究センター・毒性部 

 

３．研究実施期間：平成 22～24年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

環境中の化学物質のリスク評価・管理では、複合暴露を常に考慮する必要があるが、

現状では個々の化学物質を別個に評価する事にほぼ限られている。その最大の理由は、

現行法では物質 A と物質 B を同時に暴露した途端、新たな物質 C を評価する事と同じに

なるためである。即ち、厖大な組み合わせを処理すると言う問題に直面する。この問題

に対し、我々の推進する毒性分子メカニズム解析手法により、物質 A の遺伝子発現情報

と物質 B の遺伝子発現情報から、A と B の複合暴露時における毒性を予測する方法が原

理的に開発可能である事を提案する。これにより複合影響の評価法が開発され、国民の

安全な生活の確保に貢献することが期待される。 

 

５．研究項目及び実施体制 

(1) 遺伝子発現解析（国立医薬品食品衛生研究所・安全性生物試験研究センター・毒性部） 

(2) 複合暴露実験（中央労働災害防止協会・日本バイオアッセイ研究センター） 
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